
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 ３０２５ 

令和５年度 地理歴史科 

 

教科 地理歴史 科目 
世界史探究 単位

数 
3単位 年次 2年次 

使用教科書 「詳説世界史」（山川出版社） 

副教材等 『最新世界史図説 タペストリー(二十一訂版)』（帝国書院） 

 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

「世界」に関する意識が低いため、世界各地の地誌上の違いや分布する民族の特性を前提としつ

つ、歴史的発展性ついて関心が高められるような授業展開を、グループワークを取り入れながら

進める。ただ、生徒からの世界史の知識を求める声が上がってきているという現実を踏まえ、世

界史知識に重点を置くと共にグループワークを併用して、生徒の「世界」に対する理解が深めら

れる授業展開を心がけたい。 

 

 

２ 学習の到達目標 

社会的事象の歴史的な見方・考え方を働かせ，課題を追究したり解決したりする活動を通して，

広い視野に立ち，グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の有

為な形成者に必要な公民としての資質・能力を次のとおり育成することを目指す。世界の歴史の

大きな枠組みと展開を諸資料に基づき地理的条件や日本の歴史と関連付けながら理解させ，文化

の多様性・複合性と現代世界の特質を広い視野から考察させることによって，歴史的思考力を培

い，国際社会に主体的に生きる日本国民としての自覚と資質を養う。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

世界の歴史の大きな枠組み

と展開に関わる諸事象につ

いて、地理的条件や日本の

歴史と関連付けながら理解

しているとともに、諸資料

から世界の歴史に関する

様々な情報を適切かつ効果

的に調べまとめる技能を身

に付けるようにする。 

世界の歴史の大きな枠組み

と展開に関わる事象の意味

や意義、特色などを、時期や

年代、推移、比較、相互の関

連や現代世界とのつながり

などに着目して、概念などを

活用して多面的・多角的に考

察したり、歴史に見られる課

題を把握し解決を視野に入

れて構想したりする力や、考

察、構想したことを効果的に

説明したり、それらを基に議

論したりする力を養う。 

世界の歴史の大きな枠組み

と展開に関わる諸事象につ

いて、よりよい社会の実現を

視野に課題を主体的に探究

しようとする態度を養うと

ともに、多面的・多角的な考

察や深い理解を通して涵養

される日本国民としての自

覚、我が国の歴史に対する愛

情、他国や他国の文化を尊重

することの大切さについて

の自覚などを深める。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習

内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

1 諸
文
明
の
成
立
と
特
質 

〇古代文明の誕生 

〇古代オリエント文明 

〇南アジアの古代文明 

〇中国の古代文明 

〇南北アメリカ文明 

 

a:資料から情報を読み取り，文明

の自然環境や社会を比較し，共

通点や相違点を理解する。 

b:諸文明の歴史的特質を読み解

く観点について考察し，問いを

表現している。 

c:古代文明や諸地域の歴史につ

いて，自分が抱いた興味・関心

や疑問を見出して学習に取り

組もうとしている。 

・小テス

ト 

・定期考

査 

 

・プレゼ

ン テ ー

ション 

・定期考

査 

・グルー

プワーク 

・ワーク

シート 

イ
ス
ラ
ー
ム
以
前
の
ユ
ー
ラ
シ
ア
世
界 

〇中央ユーラシア世界 

〇中国の動乱と変容 

〇南アジアの統一国家 

〇東南アジア世界の形成

と展開 

〇西アジアと地中海周辺

の国家形成 

〇キリスト教の成立 

a:ユーラシア世界の国家と宗教

の展開について異なる地域と

の関わりも踏まえたうえで理

解している。 

b:資料をもとにユーラシアの

人々の動向が世界に与えた影

響を多面的・多角的に考察し表

現している。 

c:ユーラシアの動向について，自

分が抱いた興味・関心や疑問を

見出して学習に取り組もうと

している。 

・小テス

ト 

・定期考

査 

 

・プレゼ

ン テ ー

ション 

・定期考

査 

・夏休み

の宿題 

・グルー

プワーク 

・ ワ ー ク

シート 

 

2 

 

イ
ス
ラ
ー
ム
の
成
立
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
の
変
容 

〇イスラームの成立と拡大 

〇ヨーロッパ世界の形成 

〇西アジア世界の変化 

〇西ヨーロッパの封建社

会とその展開 

 

a:イスラーム文化の成立と拡大

について，中央アジア世界やヨ

ーロッパに与えた影響をふま

えたうえで理解している。ま

た，西ヨーロッパと東ヨーロッ

パがそれぞれどのようにして

独自の世界を形作っていった

のかを理解している。 

b:諸地域の王権のイスラーム教

やキリスト教との関わりにつ

いて，多面的・多角的に考察し

表現している。 

c:イスラームやヨーロッパにつ

いて，自分が抱いた興味・関心

や疑問を見出して学習に取り

組もうとしている。 

・小テス

ト 

・定期考

査 

 

・プレゼ

ン テ ー

ション 

・定期考

査 

・グルー

プワーク 

・ ワ ー ク

シート 
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東
ア
ジ
ア
世
界
の
展
開
と
モ
ン
ゴ
ル
帝
国 

〇アジア諸地域の自立化 

〇モンゴルの大帝国 

〇オスマン帝国 

〇ムガル帝国 

a:10～12 世紀の東アジアの醸成

について，東アジア内の交流と

再編を中心に理解している。 

 また，モンゴル帝国の成立と解

体以後の国家の宗教との関わ

りについても理解している。 

b:宋代の経済発展が社会に引き

起こした変化とモンゴル帝国

が社会にもたらした変化につ

いて多面的・多角的に考察し表

現している 

c:東アジア世界の展開について，

自分が抱いた興味・関心や疑問

を見出して学習に取り組もう

としている。 

・小テス

ト 

・定期考

査 

 

・プレゼ

ン テ ー

ション 

・定期考

査 

・グルー

プワーク 

・ ワ ー ク

シート 

大
交
易･

大
交
流
の
時
代 

〇アジア交易世界の興隆 

〇ヨーロッパの海洋進出と

アメリカ大陸の変容 

a:「世界の一体化」が始まった時

期において，どのような動きが

あったのかを理解している。 

b:この時期のアジアと世界の交

流，ヨーロッパの海洋進出がも

たらした影響を多面的・多角的

に考察し表現している。 

c:アジア交易世界やヨーロッパ

の海洋進出について，自分が抱

いた興味・関心や疑問を見出し

て学習に取り組もうとしてい

る。 

・小テス

ト 

・定期考

査 

 

・プレゼ

ン テ ー

ション 

・定期考

査 

・グルー

プワーク 

・ ワ ー ク

シート 

3 近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
の
動
向 

〇ルネサンス 

〇宗教改革 

〇主権国家体制の成立 

〇オランダ・イギリス・フラ

ンスの台頭 

a:ルネサンスの特徴や新しい宗

派の成立過程，主権国家および

主権国家体制の成立について

理解している。 

b:ルネサンス前後の変化や，宗教

改革が広まった要因，主権国家

体制の成立と戦争の関係を多

面的・多角的に考察し表現して

いる。 

c:ルネサンスや宗教改革や主権

国家体制の成立について，自分

が抱いた興味・関心や疑問を見

出して学習に取り組もうとし

ている。 

 

・小テス

ト 

・定期考

査 

 

・プレゼ

ン テ ー

ション 

・定期考

査 

・グルー

プワーク 

・ ワ ー ク

シート 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         


